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 における の育成を目指した 授業づくりのポイント 

主体的・協働的な学びを実現させる 

授業構造図 

問題場面の把握 

めあての確認・・ねらいに焦点化 

見通し 

   ・既習との比較 

   ・解決のために使えそうな知識・技能 

 

自力解決 

対話・・対話の必然性を重視 

・自分の考えを説明する 

・相手の考えを付け足す 

全体協議 

 

まとめ・・資質・能力ベイスを意識 

ふり返り 

   ・適用問題・・身につけた力をためす 

・算数日記・・本時の学びと次時や生 

活へのつながり 

単元名「比例をくわしく調べよう」 

～比例・反比例の判別～ 

新学習指導要領における位置づけ 
第６学年  〔Ｃ 変化と関係〕 

（１）伴って変わる二つの数量に関わる数学的活動を通し 

て、次の事項を身に付けることができるように指導す 

る。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）比例の関係の意味や性質を理解すること。 

（イ）比例の関係を用いた問題解決の方法につい 

て知ること。 

（ウ）反比例の関係について知ること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付け

ること。 

（ア）伴って変わる二つの数量を見いだして、それら

の関係に着目し、目的に応じて表や式、グラフ

を用いてそれらの関係を表現して、変化や対

応の特徴を見いだすとともに、それらを日常

生活に生かすこと。 

つ

か

む 

ま

と

め

る 

学

び

合

う 

第

一

次 

６ 

時

間 

〇比例と反比例の式と性質 

・比例の式と比例の性質 

・反比例の式と反比例の性質 

第

二

次 

５

時

間 

〇比例と反比例のグラフ 

・比例のグラフ 

・反比例のグラフ 

第

三

次 

２

時

間 

〇比例と反比例の利用 

・比例の利用 

・反比例の利用 

第

四

次 

３

時

間 

〇まとめ 

・比例と反比例の判別（本時） 

・習熟 

 

第一次 ３時間 〇比例の式 

第二次 １時間 〇比例の性質 

第三次 ４時間 

〇比例のグラフ 

・グラフの特徴 

・グラフの利用 

第四次 ３時間 〇比例の利用 

第五次 ５時間 

〇反比例 

・反比例の式 

・反比例の性質 

・反比例のグラ

フ 

第六次 ２時間 
まとめ 

・習熟 

 

 

 着眼点 
思考内容 

活動のゴール 

ここがポイント！ 

・直径は、ランドルト環の

外側と内側のものに分け

る。 

・４量から組み合わせは児

童が決める。2 組以上。 

・それぞれを別の方法で判

別する。 

ゆさぶる！ 「定数は 75 じゃないの？ 本当に 7.5 でいいの？」 

協議で出なかったグラフを指定 


